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新規就農者誘致環境整備事業 活用年度：令和７年度

農地の受け手確保に向けた新規就農者誘致環境整備事業の取組事例
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農業研修施設「みさとと。トレーニングファーム」

○「就農時と同じ栽培方法や栽培設備のため、より実践的な感覚で研修を
受けることができ、大変満足している。」

○「施設内での充実した研修に加え、先輩農家での研修や農林大学校での
座学があり、いろいろな方々の知識や技術を知ることができる。」

○町内農業における課題に対し、町の強みを活かした「魅力ある農業※」の確立を目指す。
※”脱炭素”を取り入れることで高い収益性を可能とする施設園芸モデル

○町営リースハウスでのミニトマト就農に向け、実践的な研修施設の整備と研修制度を創設。
○上記取組に共感する人材を町外から受入れ。先進的な事例として官民が注目。

○基幹的農業従事者数の長期
減少傾向に歯止めがかから
ず、担い手減少と耕作放棄
地増加が深刻化。

○耕作放棄地の受け皿となっ
ている集落営農組織の高齢
化が進み、農地維持が困難
になる懸念。

○就農地としての魅力を高め
るため、美郷町の強み（脱
炭素による地域課題解決の
エコシステム）を活かした
「魅力ある農業」の確立が
急務であった。

○農業研修施設の整備
研修用ハウス1棟(360㎡)増
設。

○就農研修制度の創設
研修2年目の二期作(春･秋)
用ハウスを整備し、ミニト
マト栽培の研修を実施。販
路についての意識醸成を狙
い市場見学など県外での研
修を実施。

○令和7年4月に第1期農業研
修生3名、令和8年4月に第2
期農業研修生3名を受入。
現在6名の受入を行ってい
る。

○研修生と研修生の家族を含
め9名が美郷町へ移住。

○行政機関や民間企業から48
組 242人の視察受入を行っ
た。(令和7年度末現在)

島根県美郷町

令和8年3月に産地化に向けた方向
性を示す「産地ビジョン」を策定
するとともに、「美郷町ミニトマ
ト産地づくり協議会」を設立し、
生産者の所得向上を目指す。
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